
令和８年度第１回横須賀市スポーツ推進審議会 

 

日時：令和８年（2026年）６月 24日（水） 

10時 30分～11時 30分 

場所：横須賀市役所 ３号館５階 正庁 

 

次  第 

 

１ 委嘱書交付 

 

２ 事務局あいさつ 

 

３ 自己紹介 

 

４ 委員長の互選 

 

５ 諮問 

 

６ 議題 

（１）令和８年度横須賀市スポーツ推進審議会の予定について 

（２）令和８年度スポーツ関係事業概要について 

（３）令和８年度スポーツ関係事業（予定）について 

（４）横須賀市スポーツ推進計画の策定について 

 

７ 意見交換 

 



№ 氏　　名 区分 団　体　名　等 備考

1 石川　輝雄 団 　横須賀市スポーツ推進委員協議会　副会長 1期目

2 石渡　淳史 団 　横須賀市スポーツ協会 理事長 2期目

3 筧　修一 市 　公募市民 2期目

4 加藤　明成 団 　神奈川県パラスポーツ指導者協議会横須賀支部　会長 3期目

5 鎌原　徳宗 団 　横須賀市小学校体育研究会　会長 4期目

6 佐野　美智子 団 　横須賀市レクリエーション協会 副会長 2期目

7 東海林　義勝 団 　横須賀市スポーツ少年団　本部長 10期目

8 鈴木　志保子 学 　神奈川県立保健福祉大学　教授 8期目

9 高井　環 市 　公募市民 2期目

10 林　但 団 　富士見学区体育振興会　会長 2期目

11 平石　拓 団 　横須賀市中学校体育連盟　会長 1期目

12 米本　篤子 団 　横須賀市スポーツ指導者協議会　会長 4期目

区分欄 「市」公募市民、「団」関係団体の代表者、「学」学識経験者

（50音順）



横文ス第 38号 

令和８年（2026年）６月 24日 

 

横須賀市スポーツ推進審議会 

委員長 加藤 明成 様 

 

横須賀市長 上地 克明 

 

 

横須賀市スポーツ推進計画の策定について（諮問） 

 

 

スポーツ基本法第 31条に基づき、下記のとおり、諮問します。 

 

 

記 

 

 

１ 諮問事項 

   横須賀市スポーツ推進計画の策定について 

 

２ 諮問の趣旨 

   横須賀市では平成 30 年度（2018 年度）に「横須賀市スポーツ推進計画」

を策定し、スポーツによる地域の活性化をはじめとする様々な目標を達成

するための取り組みを行ってまいりました。 

   前計画期間の終了年度となる令和７年度に本計画（第２期）の策定につい

て一度諮問をさせていただきましたが、令和７年 12月の「横須賀市スポー

ツ振興条例」の制定に伴い、本計画を同条例の趣旨・内容を踏まえて策定す

る必要が生じたため、令和８年度に策定時期を延期することといたしまし

た。 

   つきましては、同条例を踏まえた計画として、令和８年度に改めて策定を

進めるにあたり、改めてご審議いただきたく、ここに諮問いたします。 

 

３ 答申希望時期 

   令和９年（2027年）１月 



  （資料１） 

 

 

 

令和８年度横須賀市スポーツ推進審議会の予定について 

 

会議日程 議題等 

令和８年６月 24日（水） 

10:30～ 

 

第１回横須賀市スポーツ推進審議会 

 

議題・意見交換 

〇令和８年度横須賀市スポーツ推進審議会の予定について 

〇令和８年度スポーツ関係事業概要について 

〇令和８年度スポーツ関係事業（予定）について 

〇横須賀市スポーツ推進計画の策定について（骨子案）       

 

令和８年８月４日（火） 

10:30～ 

 

第２回横須賀市スポーツ推進審議会 

 

議題・意見交換 

〇横須賀市スポーツ推進計画の策定について（素案） 

〇令和８年度スポーツ関係事業の進捗状況について 

                            

 

令和９年１月下旬予定 

 

第３回横須賀市スポーツ推進審議会 

 

議題・意見交換 

〇横須賀市スポーツ推進計画の策定について（計画案） 

〇令和８年度スポーツ・関係事業の進捗状況について 

                           他 
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令和８年度スポーツ関係事業概要について 

【社会体育関係】 

スポーツ振興課 

No. 事 業 名      予算額 
（単位 千円） 

事 業 内 容         

１ 給与費 97,450 

（１）一般職員                     91,259千円 

（２）スポーツ推進審議会委員          398千円 

   体育功労者選考委員会委員報酬     67千円 

（３）会計年度任用職員              1,676千円 

（４）スポーツ推進委員              4,050千円 

２ 
学校体育施設開放 

奨励事業費 
9,755 

・体育館・武道館・校庭 

市立小学校 44校（46か所）、中学校 23校（24か所） 

３ 市民スポーツ教室 7,542 

○委託教室（21教室） 

・健康体力つくり教室       ・幼児の体力つくり教室 

・楽しくエアロビック教室     ・はつらつ体操教室 

・太極拳教室           ・フットサル教室 

・ジュニアラグビー教室      ・ジュニア新体操教室 

・ジュニア陸上教室        ・ジュニア卓球教室 

・小学生水泳教室         ・ジュニア相撲教室 

・夏休みジュニア水泳教室     ・ジュニアレスリング教室 

・なぎなた教室          ・スポーツレクリエーション教室 

・夏季ジュニアソフトテニス教室  ・アーチェリー教室 

・ウインドサーフィン教室 

・冬休み・春休みファミリー・ジュニアスキー教室 

【新】・障がい者フライングディスク教室 

４ 市民スポーツ大会 5,777 ・37種目 

５ 各種競技大会事業 1,638 
・秋山翔吾カップ（横須賀市少年野球大会） 

・ソレイユの丘駅伝（市民駅伝競走大会） 

６ 
国県スポーツ大会等 

選手派遣事業 
7,177 

・全国・国際大会等出場者奨励金 

・全日本強化指定選手奨励金 

・市町村対抗かながわ駅伝競走大会 選手派遣経費 

・国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会出場者壮行会 

・秋山翔吾 Special Match KUROFUNE CUP 開催経費 

【新】・「FIFA ワールドカップ 2026」のパブリックビューイン

グ開催経費 

７ 
市民レクリエーション

行事等 
3,116 

○主催行事 

・児童ソフトボール大会 

・児童ミニバスケットボール大会 

・成人ソフトボール大会   

・成人バレーボール大会 

・よこすかスポーツフェスタ 2026 

○委託事業 

・市民レクリエーション大会（春・秋季） 

○共催行事 
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・スポーツ能力測定会 

・YOKOSUKA Jリーガーサッカーフェスティバル 

８ 
少年期スポーツ障害予

防対策事業 
863 ・スポーツ障害予防講話、予防トレーニング、障害検診 

９ 
社会スポーツ団体等補

助金 
21,825 

○運営費補助 

・横須賀市スポーツ協会（40種目団体） 

・横須賀市レクリエーション協会（10団体） 

・横須賀市スポーツ少年団（27団） 

・学区体育振興会（45学区） 

・横須賀市スポーツ協会指定寄附補助金 

○事業費補助 

・スポーツ選手育成強化事業 

オリンピック等国際大会に向けた助成 

・地域生涯スポーツ振興事業 

10 スポーツ基金積立金 9,296 
・市民スポーツの振興及びスポーツ資源を活用した地域活性化

に資するための必要な経費に充当 

11 
プロスポーツ 

ふれあいプロジェクト 
43,336 ・ホームタウンチーム活動推進事業 

12 
スポーツ選手応援事業

費 
11,025 ・オリンピック強化指定選手等に対する奨励金を交付 

13 事務費等 2,632 

（１）自動車損害共済基金分担金         15千円 

（２）一般事務費           834千円 

・通信運搬費 

・各種大会への市長賞交付など 

（３）スポーツ推進審議会             7千円 

（４）スポーツ推進委員               620千円 

・各種研修会等の開催及び参加 

・新体力テスト測定員派遣 

（５）スポーツ表彰事業       1,156千円 

・市体育功労者、スポーツ栄光章、スポーツ大賞の表彰 

      計 221,432  
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【施設関係】 

 

No. 事 業 名      予算額 
（単位 千円） 

主な事業内容 

１ 給与費 117 ・指定管理者選考委員 出席報酬 

２ 体育会館管理委託費 588,485 
・指定管理委託料 

・こども無料化に伴う負担金 

３ 体育会館営繕工事費 198,112 

・北体育会館空調設備工事（令和８年度～９年度） 

・くりはま花の国プール プール水槽仕上げ改修工事 

・サブアリーナ 競技場照明 LED化工事 

・サブアリーナ電気幹線更新工事 

４ 事務費等 50,851 

 

・佐島の丘プール ろ過装置ろ材交換小破修繕ほか 

  トイレ洋式化小破修繕 

  体育会館等照明 LED改修 など 

・公共施設予約システム関連経費 

・体育器具購入費 

メインアリーナ 電光掲示板 

  卓球台（北・西） など           

・くりはま花の国プール駐車場機器借上・管理委託 

・事務費 

 

 計 837,565  
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令和８年度スポーツ関係事業概要について 

【学校体育関係】 

                               教育委員会保健体育課 

No. 事 業 名      予算額 
（単位 千円） 

事 業 内 容         

１ 
学校体育 

指導業務事務費 
18,965 

市立学校合同体育・保健体育科担当者会 １回 

学校体育指導員委嘱式・説明会 １回 

学校水泳プール運営管理・安全指導説明会 １回 

部活動指導者研修講座 １回 

中学校スポーツ技術講習会 ２回 

小学校等体育科夏季研修講座 ４回 

学校水泳指導法研修講座 ２回 

中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座 ３回 

体育科・保健体育課指導法研修講座 １回 

体育実技研修講座 １回 

児童生徒健康・体力向上推進研修講座 １回 

体力つくり実践研究発表大会 １回 

児童生徒健康・体力向上推進委員会 ２回 

体育的活動における安全対策検討委員会 ２回 

部活動の在り方検討委員会 ２回 

児童生徒体力・運動能力、運動習慣等調査 

リズムトレーニング事業 

リズムトレーニング講習会 

アクティブ・チャイルド・プログラム モデル事業 
 

２ 
小学校 

運営費（体育関係） 
21,931 

・水泳実技指導者の派遣（謝礼金・保険料） 

・学校水泳プール未設置校に対する水泳授業実施支援 

 （交通費・すこやかんプール使用料・イトマンスイミ

ングスクールほか水泳授業委託料） 

・体育科副読本・教師用指導書 

 （１～６年生に毎年配布） 

３ 
小学校 

各種大会経費 
2,587 

・児童陸上記録大会 

・児童ボール運動大会 

・上記大会に係る児童の移動経費（交通費・貸切バス代） 

４ 
中学校 

運営費（体育関係） 
4,674 

・武道実技指導者の派遣（謝礼金・保険料） 

・学校水泳プール未設置校に対する水泳授業実施支援 

 （イトマンスイミングスクール水泳授業委託料） 

・保健体育科副読本（生徒用・教員用） 

 （１年次に配布し３年間使用） 

５ 
中学校 

各種大会経費 
18,328 

・横須賀市中学校総合体育大会（総合開会式・13種目） 

・横須賀市中学校駅伝競走大会（男子・女子） 

・市内中学校各種運動競技新人大会（13種目） 

・上記大会に係る生徒の移動経費（貸切バス代） 

・上記大会・県大会出場選手 奨励費 

・全国大会・関東大会出場選手 激励費 

・全国大会・関東大会出場選手 激励会 

・神奈川県中学校体育連盟 負担金 
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No. 事 業 名      予算額 
（単位 千円） 

事 業 内 容         

６ 
中学校 

部活動支援事業費 
19,860 

・部活動指導員の配置（９人）（報酬・通勤費等） 

・部活動技術指導者の派遣（84人）（謝礼金・保険料等） 

・部活動地域移行モデル事業（７種目） 

７ 
高等学校 

運動部活動強化育成事業 
6,260 

・部活動指導員の配置（１人）（報酬・通勤費等） 

・部活動技術指導者の派遣（７人）（謝礼金・保険料等） 

・運動部活動検討委員会 

・運動部活動に係る用具等の整備 

８ 
高等学校（全日制） 

各種大会経費 
1,407 

・全国大会・関東大会出場選手 激励費 

・全国大会出場選手 壮行会 

・全国大会出場選手 懸垂幕・横断幕 

・横三地区高等学校総合体育大会補助金 

９ 
高等学校（定時制） 

各種大会経費 
321 

・全国大会・関東大会出場選手 激励費 

・全国大会出場選手 壮行会 

・全国大会出場選手 懸垂幕・横断幕 

10 
ろう学校 

運営費（体育関係） 
116 

・部活動技術指導者の派遣（１人）（謝礼金・保険料） 

・水泳授業実施支援（タクシー代） 

11 
ろう学校 

各種大会経費 
274 

・全国大会・関東大会激励費 

・全国大会出場選手 壮行会 

・市各種大会に係る児童生徒の奨励費 

・県中学校体育連盟加盟負担金（ろう学校分） 

・関東聾学校体育連盟負担金 

12 
小学校 

プール運営費 
8,985 

・プール管理員の派遣（謝礼金・保険料） 

・プール薬剤（塩素・水質検査薬ほか） 

・プール清掃委託料 

・ろ過機点検保守委託料 

 

小学校  32校 

中学校    18校 

高等学校   1校  計 51校 

13 
中学校 

プール運営費 
8,366 

14 
高等学校 

プール運営費 
624 

 計 112,698  
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月 日 事業名 会場

18 第４回秋山翔吾カップ（第67回児童ソフトボール大会） 夏島グラウンド

18 横須賀市中学校総合体育大会　総合開会式 総合体育会館

5 10 春季レクリエーション・スポーツフェスタ 総合体育会館、鶴久保小学校

4～7 マイナビ Japan Cup Yokosuka ヴェルニー公園

21 FIFAワールドカップ2026パブリックビューイング 横須賀総合高校

4 JAPAN DANCE DELIGHT VOL.32 横須賀大会 ヨコスカ・ベイサイド・ポケット

5 三笠艦記念第18回スポーツひのまるキッズ関東小学生柔道大会 総合体育会館

12 第39回児童ミニバスケットボール交流大会 総合体育会館

4 全国・関東大会出場選手激励会（中学校） 横須賀市役所本庁舎

4 スポーツ能力測定会 総合体育会館

30 第66回成人バレーボール大会 総合体育会館

20 第66回成人ソフトボール大会 不入斗公園野球場ほか

26,27,10/3 第４回秋山翔吾カップ（第73回横須賀市少年野球大会） 横須賀スタジアムほか

よこすかスポーツフェスタ2026 各体育会館ほか

秋季レクリエーション・スポーツフェスタ 明浜小学校ほか

17 横須賀市中学校駅伝競走大会（予備日18日） 国道16号馬堀海岸区間

31～11/4 ANAウインドサーフィンワールドカップ横須賀・三浦大会 津久井浜海岸

3 第21回１万メートルプロムナード・ウォーク ヴェルニー公園～横須賀美術館

11 CSY杯グラウンドゴルフ大会 佐原２丁目公園（リーフスタジアム）

7 横須賀市小学校児童陸上記録大会（予備日9日） 不入斗公園陸上競技場

22 よこすかシーサイドマラソン よこすか海岸通り周辺

12 9 横須賀市小学校児童ボール運動大会 市内小学校

17 ソレイユの丘駅伝（第81回横須賀市民駅伝競走大会） 長井海の手公園　ソレイユの丘

24 よこすかこどもスポーツ障害予防クリニック 総合体育会館

26 体力つくり実践研究発表大会 正庁

13 横須賀市スポーツ表彰式 ヨコスカ・ベイサイド・ポケット

中旬 第81回市町村対抗かながわ駅伝競走大会 丹沢湖

21 ニュースポーツ交流会 総合体育会館

3 下旬 高校ストリートダンスグランプリ決勝大会 横須賀芸術劇場

令和８年度スポーツ関係事業（予定）について

11

12

4

6

7

10
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第2期横須賀市スポーツ推進計画

（骨子案）
令和８年度 第１回横須賀市スポーツ推進審議会 資料

横須賀市文化スポーツ観光部スポーツ振興課

1

（資料４）



第1期計画の最終期限（2026年度（2025年度から1年延長））到来に伴い、第2期計画（2027～2029年度）を策定します。

6月24日

第1回審議会

計画策定に向けた基本

的な方向性、骨子案の

審議

8月上旬

第2回審議会

策定の骨格と施策展開

をより詳細化した「素

案」の審議

10月～11月

市民意見公募

パブリックコメントの

実施による市民意見の

集約

翌年1月

第3回審議会

市民意見を踏まえた修

正案および「最終計画

案」の審議

翌年3月

施行・公表

第2期計画の決定・公表

01 / 策定スケジュール

第2期計画の位置づけと策定スケジュール

計画の位置づけ

横須賀市基本構想・基本計画「YOKOSUKAビジョン2030」及び

横須賀市実施計画「横須賀再興プラン2026-2029」の分野別計画

「スポーツ基本法」に基づき策定する地方スポーツ推進計画

「横須賀市スポーツ振興条例」の基本理念を具現化

■

■

■

計画期間：2027年度～2029年度（3年間）

「YOKOSUKAビジョン2030」および「横須賀再興プラン」の計画期間

と整合させるため、第2期は3年間の計画期間とします。
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実績

大規模大会の誘致・開催：9大会（目標：6大会以上）★達成

課題

実績

課題

ウインドサーフィンワールドカップを契機として、開催エリアの認

知度向上や地域コミュニティ強化、地域活力の向上を実現

一過性に終わらせず、日常的にマリンスポーツやアーバンスポーツ

等を楽しむために来訪する仕組み（賑わいの継続）

本市の特色あるスポーツが市民の身近な文化として根付く環境整備

成人のスポーツ実施率：58.5％（目標：65％）▲未達

スポーツ教室等の参加数：13,093人（目標：9,000人）★達成

総合型地域スポーツクラブとの連携や市民スポーツ教室、スポーツ

フェスタなどの充実を図り、市民の日常的なスポーツ参画を促進

スポーツ未実施層や運動習慣の少ない層への継続的なアプローチ

多様なニーズに応じたスポーツ機会のさらなる拡充

■

■

■

■

■

■

02 / 評価・分析

第１期計画の評価・分析①

施策(1)スポーツによる地域活性化

BMX、パルクール、ストリートダンスなどのアーバンスポーツ大会

の誘致・開催やeスポーツの推進により、本市の特色を生かした新

たな都市イメージを形成するとともに、若年層を中心とした交流人

口の拡大や多様なスポーツ文化への理解を促進

■

横浜DeNAベイスターズ総合練習場の移転や横浜F・マリノス練習拠

点の誘致を契機とした地域ブランド力の向上や市民の応援機運醸成

■

施策(2)誰もが気軽に楽しむ機会の充実

トップアスリート等による市内小学校等への訪問や体験教室などを

実施し、スポーツに興味をもつきっかけづくりを推進

■

パラスポーツの体験・観戦機会の充実や運動施設等における障害の

ある方等への対応マニュアルの整備を図り、障害の有無に関わらず、

誰もが身近にスポーツを楽しめる環境づくりを推進

■

3



実績

課題

実績

課題

スポーツ関係団体や地域スポーツを支える関係者との連携のもと、

各種大会や競技機会の充実を図ることで、競技者が日頃の成果を発

揮できる環境づくりや競技活動の支援を推進

競技人口の減少や、活動を支える指導者不足への対応

市民の興味関心を持続的に高めるための施策展開

全国大会出場選手数：1,689人（目標：2,500人）▲未達

本市ゆかりの強化指定選手等への経済的支援を実施するとともに、

将来オリンピック等の国際舞台で活躍できる横須賀出身選手の発

掘・育成を推進

育成・支援体制の充実

競技力向上につながる環境整備

■

■

■

■

■

■

02 / 評価・分析

第１期計画の評価・分析②

施策(3)競技者の活動支援・スポーツ愛好家の裾野拡大

スポーツ能力測定会やホームタウンチームとの連携、東京2020大会、

デフリンピック等を契機とした機運醸成を通じて、市民がスポーツ

を身近に感じ、多様なスポーツに触れる機会を創出することで、ス

ポーツ愛好家の裾野を拡大

■

施策(4)国際競技大会等で活躍する横須賀育ちの代表選手輩出

国際競技大会等で活躍した本市ゆかりの選手に対してスポーツ大賞

やスポーツ栄光賞の表彰を行うことで、競技意欲や目標意識を向上

■

4



実績

体育会館利用者数：731,395人（目標：850,000人）▲未達

課題

実績

課題

施設の老朽化・統廃合による利用機会減少への対応

猛暑や集中豪雨など気候変動を踏まえた安全確保

民間企業や関係団体との協働により、新たなスポーツ拠点の創出や

市民の健康増進、子どものスポーツ能力測定会の実施、部活動への

支援などを推進

多様な主体との継続的な連携体制の構築

地域全体への波及効果をさらに高める施策展開

■

■

■

■

■

02 / 評価・分析

第１期計画の評価・分析③

施策(5)スポーツの場の提供

民間企業との協働による新たなスポーツ拠点の整備や、BMXの国際

大会で使用した機材の利活用による都市型スポーツエリアの整備を

推進

■

学校体育施設開放については、自主運営方式への移行を進め、地域

の主体的参画による持続可能な運営体制を構築

■

施策(6)関係団体、企業と連携したスポーツ施策推進

商業施設でのパブリックビューイングによる観戦機会の創出や、観

光協会と連携したスポーツ大会・合宿の誘致により地域活性化を推

進

■

運動公園利用件数：80,939件（目標：98,000件）▲未達

限られた財源の中での持続可能な施設管理■

自然豊かな環境の活用■
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実績 課題

各学校の「健康・体力向上プラン」に基づく取組やリズムトレーニ

ングの導入、ホームタウンチームにちなんだ学校給食の提供などを

通じて、子どもたちが楽しみながら運動や栄養への関心を高める機

会を創出

少子化や運動習慣の二極化への対応

部活動地域移行に伴う子どもの運動機会確保

■ ■

■

02 / 評価・分析

第１期計画の評価・分析④

施策(7)子どもの健やかな体の育成

専門医や理学療法士と連携して成長期特有のスポーツ障害を早期発

見し、適切な治療へつなげるとともに、指導者や保護者への知識普

及を進めることで、生涯にわたり安全にスポーツを楽しめる環境づ

くりを推進

■

指標項目 小学校5年生男子 小学校5年生女子 中学校2年生男子 中学校2年生女子

「運動が好き・やや好き」の割合 93.6%(目標:95.0%)▲ 88.1%(目標:90.0%) ▲ 91.5%(目標:92.0%)▲ 77.2%(目標:79.1%) ▲

1週間の総運動時間が0分の割合 4.1%(目標:1.2%) ▲ 6.2%(目標:2.0%) ▲ 2.6%(目標:7.2%) ▲ 12.4%(目標:6.9%) ▲

新体力テスト結果の総合評価D・E割合 36.5%(目標:28.7%) ▲ 35.1%(目標:22.5%) ▲ 26.0%(目標:26.8%) ★ 16.2%(目標:9.0%) ▲

児童生徒の体力合計点（平均値） 52.37点(目標:54.59点) ▲ 52.64点(目標:56.23点) ▲ 43.01点(目標:43.47点)▲ 48.25点(目標:51.80点) ▲

安全にスポーツを楽しめる環境づくりの継続■
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少子高齢化で少年団が減少する一方、子ども

の運動習慣の二極化が進行しており、運動機

会の確保と、主体的に楽しめる環境づくりが

求められています。

国の方針に基づき、本市では休日の合同部活

動を順次始動しており、今後は段階的に地域

クラブ活動等への円滑な移行を推進していく

ことが求められています。

深刻化する気候変動や猛暑に対応し、市民が

安全・安心のもとで健全かつ誠実にスポーツ

活動を行うことができる実施環境を、最優先

で確保していく必要があります。

「集まる・つながる」の新しい価値が示され、

市民一人一人が生きがいを持ち幸福を実感で

きる豊かな社会を築くための、多角的な施策

展開が求められています。

令和8年4月施行の条例が掲げる「スポーツを

核とした活力あるまちづくり」を具体化し、

心豊かな生活と活力ある地域社会を実現する

ための施策展開が求められています。

築30～40年以上が経過した主要施設の計画的

な長寿命化の推進、学校体育施設の有効活用

等による、誰もが身近に親しめる持続可能な

利用環境の維持が求められています。

少子高齢化と二極化の進捗 中学校部活動の地域展開 猛暑の常態化と気候変動

スポーツ基本法の改正 本市スポーツ振興条例の制定 市内スポーツ施設の老朽化

03 / 社会情勢・策定背景

現在のスポーツを取り巻く社会変化と本市の課題
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第2期スポーツ基本計画（国）策定、

本市機構改革に伴う策定

改正スポーツ基本法およびスポーツ

振興条例の施行に対応

1st TERM 2nd TERM

第1期（2018-2025 ） ※中間見直し（2023） 第2期（2027-2029）

04 / 第2期計画の主要目標

横須賀市スポーツ推進計画の変遷

社会的価値の拡大 社会課題解決・ウェルビーイング向上

単なるスポーツ振興に留まらず、ス

ポーツが持つ社会的価値を拡大

■

スポーツを通じて、共生社会の実

現・地域経済活性化などの社会課題

の解決や市民が生きがいを持ち幸福

を享受し、豊かさを実感できる社会

を実現

■

■

■

第3期スポーツ基本計画（国）策定、

新型コロナウイルス感染症の影響な

どの実状を勘案し計画を見直し

社会状況を踏まえながら、さらなる

市民スポーツの振興、スポーツを通

じた地域の活性化、地域経済の発展、

健康増進による健康長寿社会の実現

■

■

中間見直し

8

地方創生・経済活性化を主眼に、ウ

インドサーフィンＷ杯の開催やアー

バンスポーツの推進、プロスポーツ

チームの拠点誘致・連携等で都市魅

力を向上

■



市民一人一人がライフステージや健康状態

に応じてスポーツに親しめる環境づくり

スポーツを通じた健康づくりと

豊かな暮らしを推進します

誰もがスポーツに親しめる

共生社会の実現を目指します

スポーツを通じた地域活性化と

まちの魅力向上を推進します

子どもと若者のスポーツ機会の

充実を図ります

安全・安心で持続可能な

スポーツ環境を整備します

競技スポーツの推進とスポーツ

を支える人材育成を進めます

04 / 第2期計画の主要目標

第2期計画 6つの主要項目（案）

■

健康寿命の延伸、生きがいづくり、ウェル

ビーイング向上

■

運動習慣の定着による地域で元気に暮らし

続けられる社会の実現

■

障害の有無、年齢、性別、国籍等にかかわ

らないスポーツ機会の確保

■

パラスポーツやユニバーサルスポーツの

推進

■

多様な人々が交流し、つながる地域社会の

形成

■

ホームタウンチームや地域資源を活用した

地域活性化

■

スポーツを通じた交流人口・関係人口の

拡大

■

観光、文化、商業等と連携した地域の魅力

創出

■

子どもの運動習慣づくり運動する子としな

い子の二極化への対応

■

学校・地域・スポーツ団体が連携したスポ

ーツ環境づくり

■

部活動地域移行を踏まえた地域スポーツの

充実

■

気候変動や猛暑への対応■

安全安心なスポーツ活動環境の確保■

スポーツ施設の計画的整備・長寿命化■

学校体育施設等の有効活用■

スポーツを支える人材・団体との連携■

競技力向上への支援■

横須賀ゆかりのアスリート育成■

指導者・ボランティア・地域クラブ等の

育成

■

スポーツインテグリティの確保■

条例(1)(2) 条例(2)(3) 条例(5)

条例(4)条例(4)条例(2)

法(2)(5) 法(3)(6) 法(1)(4)

法(2)(6) 法(6) 法(1)(2)
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05 / 主要目標・数値目標

第2期計画の数値目標KPI（案）

市民の「週1回以上」
スポーツ実施率

70 ％

※小中高校生は体育授業を除く

「する・みる・ささえる」
いずれかへの参画率

90 ％

「スポーツが盛んな環境にある」
と感じる市民の割合

90 ％

※スポーツ環境：施設・人材・地域資源・安全面・イベントなど

スポーツを通じて「生きがいや幸福度が向上した」
と感じる市民の割合

70 ％

以上

以上

以上

以上

令和７年度スポーツに関するアンケート：57.4％ 令和７年度スポーツに関するアンケート：88.7％

令和７年度国民生活世論調査（現在の生活の充実感）：59.4％ 令和７年度スポーツに関するアンケート：84.4％
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06 / 参考資料

関係法令等

改正スポーツ基本法（国） 横須賀市スポーツ振興条例

（基本理念追加事項）

1. スポーツによる地域振興の推進

2. スポーツによる健康で活力に満ちた社会の実現

3. スポーツによる共生社会の実現

4. スポーツと文化芸術等の他の分野との連携

5. ウェルビーイングの向上

6. スポーツに親しむことのできる機会の確保等

（基本理念）

1. 市民一人一人が自らの健康状態に応じて、スポーツ活動に親しみ健

康の保持増進ができること。

2. 全ての市民が生涯にわたりスポーツに親しむことができる機会が確

保されるように努めること。

3. 障害者が自主的かつ主体的にスポーツ活動を行うことができるよう、

障害の程度及び特性に応じて必要な配慮がなされるよう努めること。

4. 市民の安全・安心の確保が図られるとともに、健全かつ誠実なスポ

ーツ活動が実施されるように努めること。

5. スポーツを通じ、世代間及び地域間の交流並びに国際交流を促進し、

地域の活性化を図ること。第４期スポーツ基本計画（国）

（策定の観点）

1. 多様な主体の参画・共生社会の実現

2. スポーツの推進のための環境の整備

3. スポーツを通じた地方創生・経済の活性化

4. 全てのアスリートが自らの持つ可能性を発揮することができる環境

の実現

5. スポーツインテグリティの確保
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